
第１学年算数科学習指導案

日時 平成１６年９月２８日５校時

児童 男子６名 女子３名 計９名 
指導者 村 上 久 美 子

１ 単元名 「８ ふえたりへったり」

２ 単元の目標

○ ３口の数の加減や加減混合の計算のしかたを理解し，それを用いることができる。

[関心・意欲・態度]・日常の事象から３口の数の加減や加減混合の計算の場面を読み取り，
式に表して考えようとする。

[数学的な考え方] ･２口の数の加法や減法の考え方を用いて，３口の数の計算のしかたに
ついて考える。

[表現・処理] ･３口の数の加減計算の場面を１つの式に表し，その計算ができる。

[知識・理解] ･３口の数の加減計算の場面を１つの式に表せること，及びその計算の

しかたを理解する。

３ 単元について

（１）系統

（２）教材について

これまで，第４，第５単元で，加法減法の意味と１位数どうしの加減計算（繰り上が

り，繰り下がりなし）のしかたを学習した。また，第６単元では，簡単な場合の１０と

１位数の加法，その逆の減法計算（繰り上がり，繰り下がりなし）などについて数の構



成を中心に学習した。今後は，１位数どうしで，繰り上がり，繰り下がりのある場合の

加減計算に発展することになる。

本単元では、３口の数についても計算ができることを理解させ，それを１つの式に表

し，加減計算ができるようにする。次単元で学習する繰り上がり，繰り下がりのある計

算の円滑な念頭処理（８＋５＝８＋２＋３＝１３）（１３－５＝１０＋３－５＝１０－

５＋３＝８）へとつながるねらいをもつ単元である。

（３）児童の実態

レディネステストの結果をみると，未習の３口の数の文章題については，ほとんど全

部の児童が，最初の２数，あるいは後半の２数を念頭計算して２数の式として表す形で

式化しており，３口の数の式として表すことができたのは１名だけである。２口の数に

ついての文章題の意味はわりあい正確にとらえられているが，２０までの２口の数の加

減計算には，まちがいがみられる。

このことから，単元に入る前にまず２口の数についての計算を復習し，ある程度計算

力をそろえておくことが必要である。また，未習の３口の数が出てくるお話の問題につ

いては，意味をとらえやすくするための工夫も必要であると考えられる。

子ども達は，新しいことを学習する意欲をもってはいるが，既習の事項を使って自力

解決するところまではなかなかたどりつけない児童が多い。練り上げの段階での話し合

いも自分の考えがうまく伝わるように話すことがまだできないので，教師の助けを必要

とするであろうことが予想される。

（４）指導にあたって

これまで，２口の数についての計算を学習したが，それらもまだ十分に定着していな

い児童にとって，３口の数の加法減法の式を立てることは，おおいに抵抗があることだ

と思う。そこで，教科書と同様，まず問題の条件を順次増加していく事実（加法），次

に順次減少していく事実（減法）を場面とする問題を取り上げ，無理なく立式に導くこ

とができるようにしたい。その後で加減混合の場合を取り上げるが，ここでも，条件に

順次性をもち，時間的な経過が順序だててとらえられる場面を提示して立式とその計算

のしかたにスムーズに入れるようにしていきたい。はじめの２数の計算の記憶違いを防

ぐために，つまずきのある部分に答えをメモしておく方法や，前単元で使用した加減計

算の手順図，半具体物などを使った計算方法などを準備しておきたい。



４ 指導計画



５ 本時の指導

（１） 目 標

・ ２口の数の加法や減法の考え方を用いて３口の数の計算のしかたについて考え 
ている。 （数学的な考え方） 
・ ３口の数の加減混合の計算について左から順に計算することがわかる。

（知識・理解）

（２） 研究との関わり
本時は，前時に学習した考え方や計算方法を使いながら，それをさらに深化拡張す

る原理拡張段階の授業である。既習との比較によって学習課題を明確にしながら，あ

わせて自力解決への強い意欲づけを図りたい。つかむ段階からたしかめる段階まで，

情景を視覚化したり図式化したり操作化したりして，式と対応させながら話し合い，

式の意味理解が無理なく進むように促したい。まとめは，前時までの計算のしかたを

含みこむ形で，「ふえたりへったりする計算も，左から順に計算する」とまとめる。

ひろげる段階の練習問題は，加減混合計算のしかたの理解に重点をおき，同内容同程

度の問題を用意したい。文章題から３口の加減計算の場面を１つの式に表したり，実

際に動きながら場面をつくったりして理解を深める練習は次時に行う。

はじめの２数の計算の記憶違いを防ぐために，つまずきのある部分に答えをメモし

ておく方法や，前単元で使用した加減計算の手順図，半具体物などを使った計算方法

などを準備しておきたい。

（３） 展 開

学 習 活 動学習内容

教師の働きかけ 児童の反応

指導上の留意点

つ

か

む

１ 課題把握 ○問題を提示する。

バスに，ねこが５ひきのっています。

３びきおりました。２ひきのりました。

ねこは，なんびきになりましたか。

○ねこが順次，減ったり増えたりしているこ

とを確認する。

・何について何ときているでしょう。

・ブロックを動かして考えましょう。

・１つの式に書いてみましょう。

・きのうまでの計算とどこが違うでしょう。

絵 絵 絵

・ネコバスの楽しい場

面を想起させながら，

関心と意欲を喚起す

る。 

・３つの場面を順次絵

で提示することによ

って前時の学習（順次

増えていく場面，順次

減っていく場面）とは

違うことを意識させ

る。 



10

○学習課題をつかませる。 ・式化することにより

加減の計算が混じっ

た計算であることを

み

と

お

す

５

や

っ

て

み

る

5
た

し

か

め

る

ているときのけい
ふえたりへったりし

さんのしかた
つかませ，課題につな

げる。

２ 解決の見通

し

○方法の見通しをも

たせる。

・もう一度式と絵をみ

ながらブロックを動

かして考えましょう。

①はじめに減って，次

に増えている。（半具

体物で確認）

②はじめはたし算で，

つぎはひき算になる。

・答えは４になりそ

う。 

・お話の場面の順次性

の内容が前時とは違

うことを，絵に立ち返

って半具体物を操作

することによって確

認する。

・既習の３口の計算の

しかたを想起させる。

○自分の考えや方法

で問題を解かせる。

・どうしてそうなった

か説明できるように

しましょう。

３ 自力解決

○それぞれの考えを

発表させる。

○話し合いのまとめ

・はじめに減っている

から５－３のひき算

をして，つぎに増えて

いるから，答えの２に

２をたして答えは４

になる。

４ 練り上げ 

・みんなで一緒に計算してみましょう。

５－３＋２＝４ 

はじめにひき算，つぎにたし算と 
ひだりから順に計算します。

・自分の考えと比べな

がら聞かせるように

する｡

・説明が不十分な場合

には、他の子に補足さ

せたり、教師が言葉を

補ってやったりして、

発表者の考えを理解

させる。

評 ２口の数の加

法や減法の考え方

を用いて３口の数

の計算のしかたを

考えている｡（考）

＜発言・シート＞
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○たしかめ問題を解

かせる。

・ネコバスの問題

８－２＋３ 

（Cへの手立て）一緒
に半具体物を操作す

ることにより，計算の

順序をつかませたり

加法や減法の考え方

を想起させたりする。

評 ３口の数の加

減混合計算につい

て左から順に計算

することがわか

る。（知・理） 
＜観察・シート＞

（Cへの手立て）操作
をしたり，一緒に手順

図を書いたりして計

算のしかたを理解さ

せる。

ま

と

め

る

５

５ まとめ ○ 学習をふり返りまとめる。

ふえたり へった

りしている けいさ

んも （ひだりから

じゅんに）けいさんし

ます。

・（ ）にポイント

を書き込む形でまと

める。

ひ

ろ

げ

る

10

６ 練 習 ○練習をさせる。

○本時の簡単な自己

評価をさせる。

・練習プリントNO１
～NO３

同内容同程度の計算

練習プリントを準備

しておく。

（Cへの手立て）一緒
に半具体物を操作す

ることによって計算

の順序をとらえさせ

計算のしかたを理解

させる｡

３口の数の加減混

合について左から

順に計算すること

がわかる｡（知・理）

＜練習プリント＞



（４）板書計画

しき ５－３＋２＝４ 
こたえ ４ひき

＜みんなで＞５－３+２＝４ ＜たしかめもんだい＞

（バスにねこが８ひきのっています。

２ひきおりました。３びきのりまし

た。ねこはなんびきになりました

か。）

＜やってみよう＞ しき ８－２＋３＝９ 
こたえ ９ひき

＜れんしゅう＞

プリントNo.1～No.2

バスに，ねこが５ひきのって

います。３びきおりました。２

ひきのりました。

ねこは，なんびきになりまし

たか。

めあて

ふえたりへった

りしているときの

けいさんのしかた

まとめ

ふえたりへったりし

ているけいさんも

（ひだりからじゅんに）

けいさんします。

ブロックのうごか

しかた


